
6広報とちぎ　３月号２０２０（令和２）年２月２０日 発行 今月の注目情報・きらりとちぎ人

相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。
市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。■相談業務の案内

　今回は、市が創業を目指す方を応援する「蔵の街とち
ぎビジネスプランコンテスト」において入賞し、活躍さ
れている方をご紹介します。大平町西水代で『おやこカ
フェOluolu』を営む石塚雄二さんにお話を伺いました。

お子さんと気兼ねなく楽しめる外食を
おやこカフェをオープンしようと考えたきっかけは、

ご自身が家族で外食に出かけた時のこと。「妻と子供達
を連れて焼肉に行った時、妻だけは子どもが焼き網を触
らないよう気にかけて、せっかくの外食を楽しめていな
かったんです。子育て中の家族でも気軽に楽しめる飲食
店が少ないのでは？と気づきました。」
『誰もがあたりまえに食事を楽しめる』場所を提供し
たいと思い立った石塚さん。店内には親子で楽しめるよ
うな工夫が随所に見られます。「お子さんは自由に動き
回ってしまうので、食事スペースとキッズスペースを分
けました。遊びたい子は遊ぶ、食べる子は食べる、そう
すれば大人も気兼ねなく食事に集中できます。メニュー
の無水カレーやロコモコなどは、野菜をしっかり蒸し煮

しているので、野菜嫌いの子でも
喜んで食べてもらえます。」

ワークショップの開催で人の繋がりを作る
　２０１８年９月に開業し、まず課題となったのはお店
を認知してもらう事だったそうです。「店のオープンを
大きく宣伝していなかったので、ＳＮＳや口コミで徐々
に知っていただきましたが、最初は不安でした。」
　現在はワークショップ等のイベントを店内で開催し、
さらなる認知の獲得を目指しているそうです。「例えば
お菓子やおもちゃ作りなど、色んなスキルを持っている
方にイベント会場として利用してもらえば、参加者に店
を知っていただけるし、開催者との繋がりもできます。
多世代が集まる場所にしたいというOluolu のコンセプ
トにもピッタリなんです。」と胸を張ります。

たくさんの地域を元気にできれば
　将来の目標を伺うと「この店を複数の地域に展開する
ことです。地元密着で、それぞれの地域に住む人たちが
集まれる場所を作り、みなさんに楽しんでほしい。空き
店舗の利活用などもテーマです。」と、地域ごと元気に
するという大きな夢を語っていただきました。

相　　　談 日　時 場所／問合先
弁護士相談（事前に要予約）

（弁護士が法的な見解等を助言)
※予約開始
　4月・5月分：4/1（水）～
　(各日 8時 30分より受付 )
※ 同じ案件での相談は 2回ま
で（異なる会場で相談して
も同様）。

3月13日（金）、27日（金）
10時～12時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

3 月 19日（木）
10時～ 12時

大平隣保館 2階 相談室
☎(43)6611 0120-46-7830

3 月 24日（火）
10時～ 12時

西方総合支所 1 階 会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

法律相談（事前に要予約）
※栃木市社会福祉協議会主催

3月 3日（火）、17日（火）
9時～ 12時

大平地域福祉センター ふるさとふれあい館
/社会福祉協議会大平支所☎(43)0294

宅地建物相談（売買や賃貸借、所有と
管理）※予約開始：3/2（月）8時 30分～

3 月 19日（木）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

市民相談
( 日常生活の問題など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

消費生活相談 ( 商品やサービ
スなど消費生活全般 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 2 階 消費生活センター
☎ (23)8899 FAX (23)8820

合同相談

( 行政相談・人権相談 )

　♦移動県民相談も同時開設

◆3月10日（火）、24日（火）
10時～12時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

◆ 3月 19日（木）
10時～ 12時

大平総合支所 1 階 相談室
大平市民生活課☎ (43)9211

3月24日（火）
13時30分～15時30分

西方公民館 2階 小会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

人権相談
月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

大平隣保館☎(43)6611 0120-46-7830
厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

配偶者等からの暴力 (DV) 相談 月～金曜日9時～ 16時
配偶者暴力相談支援センター
☎（21）2218

いじめ相談電話 月～金曜日 9時～ 17時
※土日祝日･時間外は留守電･FAX

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (24)0667　FAX (21)2690

青少年相談
( 非行問題・不登校など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (23)6566　FAX (21)2690

家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の子
どもとその家族 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

児童虐待相談
月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／子育て支援課☎ (21)2226　
※左記以外の時間は☎ 189
（児童相談所全国共通ﾀﾞｲﾔﾙ）

婦人・ひとり親家庭相談 月～金曜日
9時～ 16時 本庁舎/子育て支援課　☎(21)2229

障がい児者相談 ( 福祉サービス
の利用・障がいを理由とする差
別・合理的配慮及び虐待防止 )

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎/障がい児者相談支援センター
(障がい福祉課内 )
☎ (21)2219 FAX (21)2682

就労支援相談（事前に要予約）

(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時

※
祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113

第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

高齢者相談
（介護や福祉、生活全般、虐待）

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／栃木中央地域包括支援セン
ター ☎（21）2245・2246

もの忘れ相談
（認知症の専門員による相談）

3月 13日（金）
10時～ 11時 30分

本庁舎 1階 市民スペース／栃木中央地域
包括支援センター☎（21）2171・2246

「絶対儲かる」「返金保証で安心」等とうたう
情報商材に注意︕︕

ネット上でのコミュニケーションの危険性を十分理解しましょう
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　インターネットを利用していると、「高額収入を得られる」「簡単な作業で必ず儲か
る」「在宅で稼げる！返金保証で安心」等という広告を見ることがあります。これは『情
報商材』といって、インターネット等で儲ける情報を販売する方法です。多くはＰＤ
Ｆ形式等の電子媒体で取引され、スマートフォンやパソコンからダウンロードや閲覧
をすることができます。動画やアプリケーションで配信したり、冊子やＤＶＤに加工
して送付する場合もあります。また、情報商材に関連し、高額なコンサルティングや
ビジネスセミナー、ソフトウエア等を契約させられるケースもあります。
例　◎ ブログやアフィリエイト（Ｗｅｂ広告）、コピー＆ペーストで稼ぐネットビジ

ネス、動画や写真を投稿・配信して広告収入で稼ぐ方法
　　　⇒アクセス数増加ツール、アフィリエイト用ソフトウエア、動画編集ソフト など
　　◎ＦＸ、バイナリーオプション、仮想通貨の投資方法
　　　⇒ＦＸ投資用ソフト、自動売買ツール　など
　　◎パチンコ、競馬、オンラインカジノ、海外ギャンブル等の攻略情報
　　　⇒競馬予想ソフト　など
トラブルを防ぐために　情報商材は、契約前に中身を確かめることができません。広
告に注意し、怪しいと思ったら連絡しないようにしましょう。高額な契約を勧誘され
たり、話が違うと思ったら、きっぱりと断りましょう。また、検討の際は販売者の電
話番号やメールアドレス等連絡先を確認しましょう。おいしい儲け話はありません。
簡単に高額収入を得られることを強調する広告や宣伝、自称カリスマが動画サイトで
する不確かな儲け話を簡単に信用しないようにしましょう。
　消費生活センター（本庁舎 2階）☎ (23) ８８９９ ／ FAX（23）８８２０

　　昨年、行方不明になった大阪市の女児が小山市で保護され、未成年
者誘拐容疑で男が逮捕される事件がありました。男は SNS を通じて女児を誘い出し
ていました。「第１２回未成年の携帯電話・スマートフォン利用実態調査」（デジタル
アーツ株式会社）によれば、未成年の約４９％が「ネット上でコミュニケーションし
ている友達と実際に会うことを希望している」、未成年の約４４％、保護者の４８％が、
「ネット関連の事件で当事者になりうると感じたことは『特にない』」と回答しており、
ネットでのコミュニケーションでの危機意識の低さがうかがえます。
　多くの子どもたちにとって、インターネットは生まれた時から身近な存在であり、
今後ますます、デジタル機器やWebサービス等の利用は必要不可欠なものとなりま
す。しかし、思春期（小学校高学年～高校生）の子どもたちは、ややもすると、自分
で何でもできると考えたり、自分なりの考えで行動したりしがちであることから、ト
ラブルや事件・犯罪に巻き込まれてしまうことも十分考えられます。
　SNSに限らず、インターネットの利用には、誘拐や脅迫等の危険性があることを親
子で十分理解した上でルール（使用する場所・方法・時間帯、適切なフィルタリング
の設定等）を作りましょう。また、保護者は、子どもを信頼し、心配もしていること
を常に伝えながらしっかり見守っていきましょう。

生涯学習課 ☎ (21)2490
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おやこカフェOluolu
 （蔵の街とちぎビジネスプランコンテスト2017  若者創業者特別賞）

野菜たっぷりのカレーは
ボリュームがあっても
ヘルシー


